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百学連環
　この言葉から何を想像されますか？ ご存じの方はもち
ろん、初めて聞いた方でも何となく意味が分かるのではな
いでしょうか。そう、多くの学問が輪のように連携してい
ると。実はこの言葉は、啓蒙思想家の西周により明治初
期に編み出されたそうです。恥ずかしながらこれを知った
のは、昨秋に樺山紘一先生によりご講義頂いた特別教養
講義の中でした。すてきな言葉だと引き込まれました。英
語の「エンサイクロペディア」、古典ギリシャ語に由来して
おり、「子どもを輪の中に入れて教育する」という意味から、

『百学連環』という邦訳が編み出されたそうです。個別の

知識だけでなく、その周辺も視野に入れて教育をする。現
代にこそ必要な言葉ではないでしょうか。明治期に多くの
外来語を邦訳した西周、夏目漱石ほか先達の苦労や心意
気を感じるとともに、日本語での思考を止めることなく専
門教育ができる恩恵にも感謝せざるを得ません。母国語
での思考は多様性を認めることであり、グローバル化に逆
行している訳ではありません。言語は文化、先達の築いた
豊かな文化のもと百学連環の中で共に響き合い、グロー
バルに通用する教育・研究を行っていきたいと思います。

（理工学部 電気電子情報工学科  教授  兵庫 明）
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理事長

学長

明

明

学部は昭和37年に創設されて以来、約2万5,000
人の卒業生を社会に送り出してきました。私は昨

年10月より、これまでの研究科長に加えて学部長として
もこの伝統ある学部の運営を担わせて頂くことになり、さ
らに身が引き締まる思いです。
　工学部では、昨年4月にソフトウェアやデータサイエン
スを教育・研究する情報工学科が誕生し、現在は建築学、
工業化学、電気工学、機械工学を含めた5学科で構成され
ています。このように扱う分野は幅広く多岐にわたってい
ますが、実社会で役立つ「ものづくり」を支える人材の養成

を学部全体の共通目的として教育を行ってきました。現在
では多くの学生が、学部入学から修士課程修了まで6年間
在籍し、まず各分野の基礎を体系的に学んだ後、個々の
研究による実践的な活動で、より専門的で高度な知識や、
学術的な課題を自ら発見し解決する能力の習得を目指しま
す。このような知識や能力がその後のキャリアの礎となる
ので、ぜひ自己研

けんさん

鑽に励み、どんな状況でも柔軟に発想し、
自分の力を発揮出来るようになって欲しいと願っています。
　皆さんが自ら掲げた目標を達成し、充実した学生生活を送
ることが出来るよう、一層の努力と工夫をしていく所存です。

工

営学部は、平成5年の創設以来，理工系大学の
特質を活かし、数理・計量分析を基礎に経営学に

切り込むという他の大学の経営学部とは異なったユニー
クな研究・教育を行ってきました。
　この方針をより推進するために、平成28年度から経
営学科に加えてビジネスエコノミクス学科を新設しました。
新学科では、経済理論を基礎に、ゲーム理論、ファイナ
ンスなどのデシジョン・サイエンス、ビッグ・データを扱う
データサイエンスを体系的に学ぶ経営科学の先端的教育
を行っています。従来の経営学科では、経営、会計・フ
ァイナンス、マーケティング、経営情報といったオーソド

ックスな経営学を学び、グローバルな視点に立って行動で
きる人材を育成しています。
　ノーベル経済学賞受賞者の半数以上が、学部ないし
は大学院で理工学の教育を受けているように、現在の経
営学、経済学の研究スタイルは「理系」にシフトしており、
これらの分野を「文系」として位置付けているわが国は世
界の水準に比べ教育、研究両面において大幅に立ち遅れ
ています。経営学部ではこの現状を打破するために、理
工学をベースにした教育を行い世界で活躍し戦える人材を
育てていきます。

経

成16年に設立されたイノベーション研究科（設立
当時は総合科学技術経営研究科。平成23年に名

称変更）は、専門職学位課程である技術経営専攻（MOT）
と知的財産戦略専攻（MIP）、博士後期課程であるイノベ
ーション専攻から構成されていますが、平成30年度には
これを再編し、経営学研究科の一角を占める専門職学位
課程と博士後期課程として新しい歩みを始めることになっ
ています。これは、現在、世界で活躍できる人材を育成
すべく、東京理科大学全体で取り組んでいる大学院の再
編の一環をなすものです。

　そのため、イノベーション研究科では、目下、平成30
年度以降のカリキュラムの作成とスタッフの編成を精力的
に進めており、まもなくその全容を明らかにさせていただ
く予定です。この重要な移行期にあたり、まずは、イノベ
ーション研究科としての教育・研究活動に全力を注ぎま
す。そして、専門職大学院の更なる発展のため、より一層、
社会のニーズにあった社会人のための大学院を目指して、
再編の準備を進めてまいります。どうか、よろしくお願い
申し上げます。

平

工学部は平成29年度に創立50周年を迎え、さま
ざまな改革を進めています。そのキーワードが「世

界で通用する基礎力、幅広い視野」を備えた学生を育成
することです。理工学部改革として、学部1年次から3年
次までは、各学科で基礎力を教育、学部4年次から大
学院は、学科・専攻の壁を取り払った「横断型コース」で、
先端的応用・基礎研究を通して、世界に通用・社会に貢
献する研究者・技術者・教育者を育成する体制を築いて
いきます。この横断型コース制において、学生は指導教
員だけでなく、複数の教員から指導を受けることで、より

深く幅広い知識と経験およびコミュニケーション能力を得
ることができます。また、いち早く専門的研究能力を養
成するために、一部の学科、専攻から「６年一貫教育コ
ース」も取り入れていきます。さらに、世界でも通用する
基礎力を育むために、英語教育を強化、幅広い教養の
修得、理系の基礎の修得と専門科目の充実に力を入れて
いきます。また、先端研究拠点であるリサーチパーク型
キャンパスとして野田キャンパスの活性化に努め、国内外
の研究機関や研究者との積極的な研究交流を図っていく
所存です。

理

学部は研究重視の気風の中で発展してきました。
その伝統を引き継ぎ、薬学科と生命創薬科学科が

それぞれの特色を生かしつつ教育と研究に相互作用的に
発展する環境づくりに全力をあげたいと思います。「薬学
科は薬剤師養成、生命創薬科学科は研究者養成」と単
純化することは正しくありません。医薬品や薬事衛生を通
じて国民の健康な生活を確保する人材を世に出すことが
薬学の使命です。それを共通の基盤とする薬学部の2学
科は、協働による学部教育と大学院教育を通じて、中核
的医療機関の薬剤師、創薬・化粧品・化学・食品など幅

広い分野で活躍する研究者・技術者、薬事衛生行政を担
当する公務員、さらには大学教員を輩出する責務を負って
います。薬学科では長期実務実習と卒業研究という6年
制教育の2本柱をよりしっかりしたものに改革し、生命創
薬科学科は薬剤師国家試験を受験できない学年を迎える
ための教育改革を成功させなければなりません。大学院
薬学研究科の2専攻（薬学専攻と薬科学専攻）の活性化
も重要です。課題山積ですが、薬学部と薬学研究科が飛
躍する大きなチャンスだと理解しています。

薬

2017

社会のニーズにあった
社会人のための
大学院を目指して

イノベーション研究科長

橘川 武郎
Takeo KIKKAWA

理工学をベースに
世界と戦える
経営学・
経営科学を

経営学部長  経営学研究科長

武藤 滋夫
Shigeo MUTO

理系の基礎力と横断的な
教育・研究を通して、
世界に通用・社会に
貢献する
人材の育成を

理工学部長  理工学研究科長

井手本 康
Yasushi IDEMOTO

医薬品や薬事衛生を通じて
国民の健康な生活を
確保する人材を

薬学部長  薬学研究科長

鍜冶 利幸
Toshiyuki KAJI

柔軟な発想で
実社会で役立つ

「ものづくり」を支える
人材の育成を

工学部長  工学研究科長

浜本 隆之
Takayuki HAMAMOTO

年頭の言葉 （平成28年10月1日付就任）
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「交通計画」研究から見える、
これからのまちづくり

リニアモーターカーの技術を支える
「超電導」の研究

私たちの毎日の生活を支えてくれる鉄道には、さまざまな技術や
研究の成果が集約されています。鉄道に関連する研究や、
鉄道業界に勤めるOB、そしてサークルまで、
理科大における“鉄道”の世界をお届けします。

工学部土木工学科　寺部慎太郎教授の研究
室では、「鉄道」をはじめ、「道路・自動車交通」

「都市計画」「観光」「市民参加」など、さまざまな側
面から交通計画について研究を行っています。
「鉄道や道路などの交通計画を立案する際には、利
用者の行動・意識をきちんと調べて分析することが不
可欠です。また同時に、市民の意見を広く集めて計画
に生かしていくことが求められています。このような課
題に取り組むため、観測やアンケートなど適切な調査
手法を考え、得られたデータをどのように分析したら
よいか、という研究をしています」

　鉄道をはじめとする交通システムの整備は、“移動
の利便性”という直接的効果を及ぼすだけでなく、都
市や地域の人口分布、産業構造を変化させるなど、
間接的にも影響をもたらします。
「例えば、私の研究室では『九州新幹線開業による
社会経済的な影響評価』をテーマに研究を行っている
学生がいます。この研究は、新幹線開業の前後で人口、
就業者数、地価、新設着工住宅戸数、商店の販売額
などがどのように変化したかを指標化することによって、
その影響を調査しようとするものです。新幹線開業で

“まちづくり”に成功した例としては、東海道新幹線の
「新横浜」駅や、長野新幹線（現在の北陸新幹線）の
「佐久平」駅などが挙げられますが、こうした先例を指
標化しておくことによって、今後のまちづくりに役立て
ることができるのです」
　まちづくりと交通システムは切っても切れない関係
にあります。そして、時代や社会の変化とともに、交

通システムに求められる役割も変わっていきます。寺
部教授が、その一例として挙げるのが“コンパクトシ
ティ”です。
「とりわけ地方都市においては、人口減少・高齢化
が進む中、医療・福祉・商業などの生活機能を中心
市街地に集約することで地域の活力を維持し、高齢
者が安心して暮らせるよう、地域公共交通と連携した
コンパクトなまちづくりが求められています。次世代
型路面電車「LRT（Light Rail Transit）」を活用した富
山市の都市計画などがその好例です。さらに最近で
は、中心市街地の外側に“生活拠点”や“都市機能
拠点”など複数の拠点をつくり、その拠点間を公共交
通網で結ぶ“コンパクト+ネットワーク”という考え方
が主流になりつつあります。まちづくりのプロセスに
は、財政面での制約、地域住民の理解など、多くの
課題解決が必要です。私たちの研究が、こうした課題
を解決する一助になればうれしいですね」

ニア中央新幹線は、磁気浮上式リニアモーター
カーです。従来の鉄道のように車輪とレールと

の摩擦を利用して走行するのではなく、車両に搭載
した電磁石と、軌道に取り付けられたコイルとの間に
強力な磁力を発生させることによって、接地面から約
10cm浮き上がった状態で走行します。接地面との摩
擦がないため、時速 500kmという超高速走行が可
能となるのです。最大の特徴は、電磁石に「超電導」
技術を使用している点です。この超電導とは、いった

いどんな現象なので
しょうか？ 坂田教授
に聞きました。
「超電導とは、ある
種の金属・合金・酸
化 物を一定 温 度以
下としたとき、 電気
抵抗がゼロになる現

象のことです。超電導研究の歴史は古く、1911年
にオランダの物理学者カマリンオンネスが“マイナス
269℃以下まで冷やすと水銀の電気抵抗がゼロにな
る”ことを発見したのが始まりです。金属などに電気
を流す場合、電気抵抗があると流れが妨げられ、電
気の一部が熱に変わってしまうため、大きなエネル
ギーの損失になります。このため、強力な磁力を発生
させようと大きな電流を流すと、非常に大きな発熱が
起こってしまうため、流せる電流の大きさには限界が
ありました。ところが、超電導体は電気抵抗がゼロな
ので永久に電気が流れ続け、発熱することなく強力な
磁力を発生させることが可能です。超電導リニアモー
ターカーは、こうした特徴を応用しているのです」
　現在、実用化されている超電導材料は、液体ヘリ
ウムでマイナス269℃付近まで冷やさないと超電導に
ならないという“弱点”を持っています。ヘリウムは工
業的に生産できない希少資源であるため、価格が高

いのが難点です。
「ところが1986 年に従来よりもはるかに高温で超
電導が実現できる“高温超電導材料”が発見されたの
を機に、世界中に超電導研究ブームが起こり、臨界
温度（超電導になる温度）が次々に更新されています。
現在では、マイナス120℃くらいまで上昇しています」
　坂田研究室では、なぜ高い温度で超電導が発現す
るのかを解明することによって、より高温で超電導を
実現できる物質を設計・合成するための研究に取り組
んでいます。
「室温に近い温度で超電導を実現することができれ
ば、電力ロスなしに電気を送ることが可能となり、エ
ネルギー、環境問題が大きく改善されるなど、私たち
の生活にも大きな影響を与えてくれるでしょう。ぜひこ
の研究室から、社会に貢献できる研究を生み出した
いですね」

理 リ

臼井翔吾（うすい・しょうご）
株式会社日立製作所 鉄道ビジネスユニット 水戸交通シス
テム本部 車両電気システム設計部  2015年、東京理科大
学理学研究科応用物理学専攻修了。 2015年、株式会社日
立製作所に入社。
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理工学部土木工学科  寺部慎太郎 教授 理学部第一部物理学科  坂田英明 教授

宮村一夫 新井伊佐男（理学部第一部 化学科 教授） （事務総局 副局長）

鉄道や道路などの建設計画を立てる際には、利用者の行動や意識を調査・分析するプロセスが欠かせません。
理工学部土木工学科 寺部慎太郎教授の研究室では、交通システムやまちづくりに関するさまざまな研究を行っています。

2027年の開業に向け、“夢の超特急”リニア中央新幹線の建設がいよいよスタートしました。
理学部第一部物理学科 坂田英明教授の研究室では、このリニアモーターカーの基本技術である「超電導」の研究を行っています。

東京理科大学鉄道研究会は、1979（昭和54）年に
結成された伝統あるサークル。メンバーの2人に、
その活動内容について聞きました。

東京理科大学鉄道研究会

自他共に認める鉄道通のお二人がおすすめの鉄道を紹介します。　皆さんは、通勤・通学電車の中で、床下から響くキュ
イーンという甲高い音に気付いたことはありますか？ 
実はこの音、電車の心臓部とも言うべき「インバータ制
御装置」が発する音なのです。
　日立製作所で、このインバータ制御装置の開発を手が
けているのが、本学OBの臼井翔吾さん。入社2年目の
フレッシュマンです。
「子どもの頃、父が転勤の多い職場に勤めていたので、
遠距離移動の大変さを身に染みて感じていました。そん
な経験から『将来は、人の移動を支える仕事をしたい』
と考えるようになったんです」
　日立製作所では、車両や駆動システムのほか、安全・
正確な列車運行を支える「信号・運行系システム」、座
席の予約・発券やIC乗車券利用など乗客の利便性を向上
させる「営業系システム」も手がけるなど、“鉄道まるご
と”をビジネス領域としています。
「最近では、イギリスのロンドン ｰドーバー海峡トンネ

ル間を結ぶ高速車両や、ドバイを走るモノレールなど、
世界各国で交通システム事業を展開しています。世界を
舞台に活躍できるチャンスがあることも、私がこの仕事
を選んだ理由の一つです」
　現在、臼井さんが手がけるのは「VVVFインバータ制
御装置」。エレクトロニクス技術を応用したインバータ

（電力変換装置）によって直流を交流に変換し、電圧や周
波数を変化させながらモーターを動かすことで、電車の
加速や減速をコントロールする装置です。取材に訪れた
際には「デジタルSST（System Simulation Tester）」と
いう装置の前で作業を行っていました。
「この装置は、変電所や車両を含むシステム全体をモデ
ル化し、車両走行時と同じ環境で制御論理部の検証を行
うためのシミュレータです。実際の走行条件に応じたテ
ストを行うことで、ハード・ソフトの信頼性を向上させ
るのが目的です」
　地球環境問題が世界共通の課題となる中、鉄道は、環

境に配慮した輸送手段と
して世界中から期待が集
まっています。
「私たちにとっての顧客
である鉄道会社や車両メ
ーカーから、いま最も求
められているのは“環境
性能”です。当社では鉄
道会社と共同で、小型軽
量化と省エネ性能を向
上させた次世代駆動制御システムの開発も行っています。
私も今後、開発を進める中で、鉄道システムの省エネ化
に貢献していきたいですね」
　今年3月には、臼井さんが入社後、初めて開発に携わ
った車両が、営業運転を開始します。
「私は大分出身なんです。自分が手がけた車両が故郷を
走る姿を想像して、今からワクワクしています」

　東京理科大学鉄道研究会（鉄研）は、野田キャンパス
を本拠地として活動しています。代表を務める吉田省吾
さん（理工学部土木工学科3年）は、鉄研の活動内容に
ついて、こう語ります。
「鉄道という同じ趣味を持つ仲間同士が集まり、お互い
の趣味研究を通じ、語り合うことで、会員相互の親睦を
深めることを目的に活動を行っています。2009年から
は、葛飾・神楽坂キャンパスの『東京理科大学 鉄道旅行
クラブ』とも一部合同で活動しています」
　鉄研のメンバーは現在36人。全員が「旅行班」と「模
型班」のいずれかに所属し、活動を行います。
「旅行班は、新歓旅行や、春・夏の合宿といった公式旅
行行事の企画･運営を主な活動としています。模型班は、
理大祭やオープンキャンパスといった学内での展示のほ
か、『ちば学生鉄道研究会連合合同展示会』や『てっけ
んサミット』（全国の学生鉄道研究団体の交流イベント）
といった学外での展示イベントに向けて、鉄道模型の準

備・出展を行っています」
　小花崇樹さん（理工学研究科電気工学専攻修士2年）
は、卒業後、鉄道車両メーカーへの就職が決まっていま
す。「鉄研の卒業生は、やはり鉄道関係業界への就職が多
いですね」
　鉄研は、鉄道に少しでも興味のある大学生なら、誰で
も入会可能とのこと（野田キャンパス以外の理科大生や
他大学生の入会実績あり）。「鉄道が趣味」という方、鉄
道の旅が好きな方は、ぜひ参加してみてはいかがでしょ
うか。
ホームページ：http://www.ed.noda.tus.ac.jp/rail/ 

縁あって始めたＮＨＫラジオ深夜便での鉄道の旅の話も早３年。九州、
北陸、北海道と新幹線の開業が相次ぐ中、ひっそりと歴史的使命を終
える鉄道もあります。写真は灯りのともる増毛駅。平成28年12月4
日をもって留萌駅から先の営業を終えたＪＲ北海道留萌本線の終着駅
です。7月に開講する生涯学習センターの講座でもご紹介の予定。

ラジオ情報（NHKラジオ深夜便 全国鉄道紀行 放送中）
生涯学習センター　https://web.my-class.jp/manabi-tus/

全国の鉄道を乗り潰した中で印象に残っているのは、広島市安芸区の
丘陵に建設された住宅団地への交通手段として、1998年8月に開通
した新交通システム「スカイレール」です。ロープウェイとモノレー
ルを合体させたようなもので、丘の上の駅まで距離は1.3km、かなり
の急坂をロープ駆動懸垂式で登って行くのが面白いです。

吉田省吾さん
（理工学部

土木工学科3年）

小花崇樹さん
（理工学研究科
電気工学専攻修士2年）

ある種の酸化物を液体窒素につけて
低温にすると、超電導現象が起きるJRの駅を起点として路面電車が街を走る富山市

最近“鉄分不足”を
感じている学生の皆さん
入会をお待ちしています。

私の好きな電車

旧国鉄
EF66形

電気機関車 私の好きな電車

東急目黒線

私の好きな電車

JR東日本
烏山線 

EV-E301系電車
私の好きな電車

東武野田線
8000系電車

私の好きな電車

JR九州
885系

「ソニック」

CLUB

私たちが普段なにげなく利用している鉄道は、
実は多くの技術が組み合わされた総合システムです。
車両、駆動システムからITを駆使した
運行管理システムの開発までを
手がける企業で、
理科大の卒業生が活躍しています。

日立製作所  臼井翔吾さん

入社して
初めて手がけた車両が
今年3月にデビューします！OB

臼井さんが開発に携わる
インバータの制御論理部

東武鉄道から譲り受けた
駅看板コレクション
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社長

東京理科大学
学長
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平成28年度
科研費採択状況配分金額　
私立大学第4位

学の平成28年度科学研究費助成事業（科学研究費補助金
および学術研究助成基金助成金）の交付内定件数は381件

で9億9,866万円が配分されました。昨年度に比べ、55件、2億
3,894万円増加し、私立大学では配分金額において第4位（昨年
度第6位）、件数で第7位、新規採択件数では第5位となりました。
　特に採択件数に占める若手比率は39.9％と高く、採択件数が
100 件以上の機関のうち、大学の第2 位となり、本学における若
手研究者の活躍が期待できる結果となりました。
　また、数理情報学、デバイス関連化学、設計工学・機械機能要素・
トライボロジーをはじめとして19の細目で過去5 年新規採択累計
のベスト10に入りました。

※詳細は文部科学省のHPをご参照ください。
http://www.mext.go.jp/a_menu/shinkou/hojyo/1377914.htm

本

「力覚」や「触覚」を仮想的に再現
することでバーチャルリアリティを、
もっと社会に役立つ技術に
本学のさまざまな先端研究を紹介する「Labo Scope」。
今回は、バーチャルリアリティの世界で触覚を再現する
研究を紹介します。

Labo
Scope

原田哲也 教授 
1980年、東京工業大学 工学部 電気
電子工学科 卒業。86年、東京工業
大学 総合理工学研究科 電子システ
ム専攻 博士課程 単位取得満期退学。

基礎工学部 電子応用工学科

（はらだ・てつや）

キーのゴーグルのようなディスプレイ装置
を装着すると、目の前にボクシングのサン

ドバッグが見える。細い糸でつながれた球体のコ
ントローラーを握り、おそるおそる手を動かすと、
映像内のグローブが、自分の手の動きと連動して
動き始めた。
「では、そのグローブでサンドバッグを叩いてみ
てください」
　教授の声に促され、右手をサンドバッグに向か
って突き出す……すると、手の甲にずっしりとし
た重量感が感じられ、同時にサンドバッグが遠ざ
かっていく。今度は、戻ってくるサンドバッグに
向けて拳を突き出す。拳はサンドバッグの中心を
はずれ、サンドバッグがクルクルと回転する……

ス が含まれる。
「私は“力触覚の提示”に注目しています。力覚は、
関節や筋肉に受容器があり、その緊張の度合いで
とらえるもので、物を持ち上げたときに重さを感
じる、何かを押したときに抵抗を感じるなどの感
覚です。触覚は皮膚の表面近くにある受容器でと
らえる感覚で、物体の表面に触れたときに指先で
感じるツルツル・ザラザラなどの感触や、熱い・
冷たいといった温度を感じる感覚です。こうした
感覚をVR技術によって実現したいというのが私た
ちの研究です」
　最近では、ハプティックデバイスの普及を目指
した安価な装置の開発を行うとともに、HMDとと
もに使用する装着型ハプティックデバイスの開発・
評価を行っている。
「これらの装置を一般のユーザーが容易に使用で
きるように、この装置で何ができるのか、その性
能と限界を具体的に提示することが重要だと考え
ています。VRがエンタテインメント用途だけでな
く、現実社会により役立つものに使用されていく
ために、ぜひ多くの人たちにこの装置を体験して
もらい、“こんな用途に使えないか？”というアイ
デアを寄せていただきたいですね」

驚くのは“打ち損ねた感覚”までリアルに体感でき
ることだ。
　基礎工学部電子応用工学科 原田哲也教授の研究
室では、バーチャルリアリティ（VR＝仮想現実）
を活用した教育支援システムの開発や、力触覚提
示デバイス（機器）の開発・評価を主な研究テーマ
としている。
「バーチャルリアリティという言葉は1980年代
末から使われてきましたが、当初は装置が高価だ
ったこともあり、一般の方々にとって身近な技術
ではありませんでした。ところが近年、技術開発
が進んだことにより、VRは身近なものとなってき
ました。特に2016年は、安価で高性能なヘッドマ
ウントディスプレイ（HMD）が発売されたことか
ら“VR元年”と呼ばれています。“五感”と呼ばれ
る人間の感覚情報の中で、主要な部分を占める“視
覚”がリアルに再現できるようになったことで、高
品質なVR体験が可能となりました。この視覚情報
に、触覚など別の感覚が加わることで、さらに臨
場感・没入感が高いVR体験が可能になるはずです」
　原田教授の専門分野は「ハプティクス（haptics）」
と呼ばれる、力触覚（力覚や触覚）を通じて情報を
伝達する技術だ。触覚には、痛覚や冷・温覚など触感まで再現できるVR装置
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維持拡充資金（第二期）寄付者芳名
「維持拡充資金（第二期）」にご賛同いただき、ご寄付をたまわった方々のご芳名を掲載します。
今回は、2016年8月1日～ 10月31日までにご入金いただいた分です。ご芳名は区分別・金額別・五十音順ですが、
区分で重複する方はいずれか一つに掲載させていただきました。累計は維持拡充資金(第二期)の寄付額です。

●入金額（2016年8月1日～ 10月31日）
［個人］10,775,000円（96名） ［団体］33,400円（1団体）  
［こうよう会］8,396,000円（72件）

●2016年度 寄付総額（2016年4月1日～ 2016年10月31日）
［個人］232,650,000円  ［法人］30,000,000円
［団体］83,400円  ［こうよう会］25,226,000円

〈TEL〉
〈FAX〉
〈e-mail〉

03-5228-8723

03-3260-4363

bokinjigyo@admin.tus.ac.jp

東京理科大学 
募金事業事務室

問い合わせ先

寄付のお申し込みに
インターネットをご利用いただけます
クレジット決済での個人寄付の受付を行っています。
詳しくは本学HP（http://www.tus.ac.jp/bokin/）
よりご確認ください。

本学名誉教授／理工学部  物理学科  元教授

理学部第一部  応用物理学科  教授

二見 靖彦

福山 秀敏

瑞宝中綬章

文化功労者

1 慶應義塾大学 1,028

5 日本大学 600

2 早稲田大学 982
3,231,540

996,320

2,725,580

順位 大学名 件数（件） 金額（千円）

3 立命館大学 527
4 東京理科大学 381

 1,162,070
998,660

●私立大学配分金額

叙勲

諏訪東京理科大学ニュース
理大祭開催報告

先進7カ国（G7）交通大臣会合でドイツ大臣がオムニライド試乗

　平成28年度の諏訪東京理科大学理
大祭（理大祭実行委員会主催）が10月
29日（土）、30日（日）の2日間の日程
で開催されました。
　今回一番の目玉企画として、東京理
科大学特任副学長の向井千秋先生の
特別講演会を開催し、会場には本学の
学生だけではなく、
地 域の方も含め
約250人にお集ま
りいただきました。
来場者からの「向
井先生の今までの
活動を漢字一文字

で表すと？」との質問には『挑』と回答、
会場を盛り上げました。
　さらに、今年度は諏訪地域の“御柱
年”にあたることから地元地区の皆さま
のご協力により、学内で御柱曳行を実
施。学生と地域の方合わせて80人程
度で協力して、直径1ｍ近くある大きな
柱を引きました。
　今年度は2日間で1,300人の来場者
となり、さまざまな企画により会場は終
始お祭りムードでにぎわっていました。

　9月23（金）～25日（日）に軽井沢町
で開催された「先進7カ国（G7）交通大
臣会合」に、機械工学科 星野祐教授が
開発に取り組む『オムニライド』を展示

しました。
　G7各国と欧州委員会の担当大臣や
関係者に対して、日本の技術や交通イ
ンフラ等の理解促進を目的として開催さ
れた展示ブースで『オムニライド』を世界
に向けて発信する機会となりました。
　25日（日）にはドイツのドブリント連
邦交通・デジタルインフラ大臣が展示ブ
ースを訪れ、オムニライドに興味を示し、
試乗しました。ドブリント大臣は試乗中
終始笑顔で、『オムニライド』を楽しんだ
様子でした。

年頭の言葉

　明けましておめでとうございます。
　昨年の元旦、わたしは諏訪大社に初
詣をして、本学の公立化への協議が順調
に進むことを祈願しました。そのころは、
諏訪圏の6市町村、長野県と学校法人
東京理科大学の間の協議がちょうどスタ
ートしたばかりでしたが、幸いその後の
一年をかけて協議は順調に進行し、本学
を公立大学に移行させるという基本協定
が締結され、現在は、公立化の時期を
平成30年4月1日としてさまざまな申請
の準備などを進めています。
　公立大学になるに当たっては、ただ大
学の設置者を学校法人から自治体に変
更するだけでなく、大学自身が変わるこ
とが求められています。この諏訪地方は、
国内でも有数のものづくり中小企業の集
積地です。そのためこの公立化計画を立
案するに当たっては、ものづくりと情報
通信技術の工学系教育を中心に置きな
がら、本学の伝統である工学と経営学
の融合教育を継承して工学系の学生にマ
ネジメント教育を施す構成としました。
　この構想はすでに数年前から準備を進

めてきたものですが、ちょうど昨年は、「ア
ルファ碁」が世界的な囲碁棋士に勝って
人工知能の進歩が示されたり、IoTという
言葉が広く一般にも広まったりして、この
構想も時代の流れと一致して世間にも理
解されやすくなりました。
　もう一つの大きな課題として、グロー
バル化対応があります。これについては、
昨年米国の新大統領にトランプ氏が選ば
れ、グローバル化の時代から再び国家と
民族の時代に戻りつつあることを示唆し
ているようにも見え、今年はこの点を十分
に注意しなければならないと思っています。
　新しい大学の名称は、「公立諏訪東京
理科大学」とする方針が決定されていま
す。これは、公立化した後も、東京理科
大学の伝統を受け継ぐばかりでなく、今
後も協力関係を継続していきたいという
地元自治体の要望の表れです。今後とも
東京理科大学からのご支援を頂きたいと
存じますし、我 も々教職員と学生諸君が
共に力を合わせて、新しい大学のへの移
行に向けて着実に前進していく年にした
いと思います。

新しく生まれ変わる大学への
準備の年
諏訪東京理科大学 学長  河村 洋

―塚本・藤嶋新書文庫を設立したのは、どのような
理由からでしょうか。
藤嶋　「学生にもっと本を読んでほしい」と、塚本桓世
先生と話し合ったのがきっかけです。新書は、読みや
すくジャンルも多様で、幅広い知識を学ぶのに適して
いると考えました。本学の教養講座では、新書文庫を
利用してレポートを提出する課題を与えていますが、非
常に良く読んでくれていますね。学生に定着しているの
を感じています。
―寄贈された新潮文庫は小説を中心としています。
理系の学生が小説を読むことの意義とはどんなことだ
とお考えですか。
佐藤　研究によって機械的に優れたものを作っても、
人の役に立たなければあまり意味はないでしょう。社
会では人との関わりが不可欠ですから、学生時代に人
のことを知っておいてほしい。そのための一番の方法
が、小説を読んで登場人物に感情移入することだと思
います。
―ご自身が学生時代に読んで今も心に残っている本、
若いうちに読んで良かったと思う本はありますか。
藤嶋　私が尊敬するマイケル・ファラデーの伝記『ファ
ラデーの生涯』は本当に感動しました。研究者の伝記
は、研究に対する執念や不屈の精神を教えてくれます。

夏目漱石の作品、寺田寅彦の随筆『柿の種』も素晴ら
しい。『かもめのジョナサン』や『老人と海』も何度読
んでも心を動かされます。
佐藤　筒井康隆さんの『俗物図鑑』や『巷談アポロ芸
者』は、人の心の俗悪なものを描きつつ愛情も表現し
ています。そうした複雑さは私にもあり、作品に救わ
れたと感じました。研究でブレイクスルーするような結
果を出すには、根拠のない自信が必要です。その自信
を支えてくれた本だったと思います。
―ネット社会と言われる時代に、紙の本に触れるこ
とにはどんな価値があるとお考えでしょうか。
藤嶋　本は、ゆっくり味わいながら読むことが大切で
しょう。私は月に1、2回書店を隅々まで巡り、持ち合
わせを全て使って本を買うのを楽しみにしているのです
が、書棚を見て回るだけで、今社会で何が話題なのか
が一目で分かりますね。
佐藤　ええ。書店でモノとしての本から受ける印象は
とても大事だと思います。繰り返し店頭で本を選んで
いくことで、「自分では気付かないけれども求めている
本」に出会えるのではないでしょうか。紙の本は、装
丁や文字の組み方など一冊一冊違います。その違いも
一緒に味わい、本が描く世界をより豊かに受け取って
ほしいと思っています。

神楽坂キャンパス8号館地下1階に約
4,700冊の新書と文庫本を設置。本学
学生は無料で借りることができます。

佐藤隆信 社長

1974年、東京理科大学
工学部電気工学科卒業。
同年、 株式会社電通に
入社。85年新潮社入社。
96 年代表取締役社長に
就任。

（さとう・たかのぶ）
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自分は、どんな分野で社会に貢献したいのか？
その問いに対する答えを、早く見付けてほしい

住む人が愛着を持てる“街づくり”に取り組む

渋谷宗彦さん（東京急行電鉄株式会社 都市創造本部
  運営事業部営業二部 統括部長）

「東京理科大学フォーラム2016
 〈世界を舞台に戦うために〉」を開催

TUS MUSIC FESに約500人が参加

（10/31・開催報告）

在、東急電鉄で、渋谷ヒカリエ、二子玉川ライ
ズといった大型複合ビルを運営するなど「街の

魅力づくり」を手がける渋谷さん。現在の仕事の“原点”
は、中学時代にあるという。
「東急田園都市線の『あざみ野』駅が開業する直前に、
家族があざみ野へ引っ越しました。その後、駅の開業

を契機に、街が変貌していくさまを目の当たりにして、
街づくりの魅力にとりつかれました」
　当時から、大学では建築を学ぶと決めていた渋谷さ
んが、東京理科大学を選んだ理由を聞くと「まじめな校
風が自分の性格に合っていたから」と笑う。入学当初は
設計・施工分野のスペシャリストを志していたが、理科
大で学ぶうち、大きな進路変更を迫られる。
「建築学科は月に1度、設計の課題発表会があるんで
す。グループごとに図面と模型を制作して発表するので
すが、設計やデザインに関する同級生のレベルの高さ
を見て、“自分は設計・施工分野では勝負できない”と
痛感させられました。都市開発の分野で仕事をすると
決意したのはこの頃です」
　その後、都市計画家・日笠 端

ただし

教授の研究室で学ん
でいる時、東急電鉄の八王子・二子玉川再開発の担当
部長を紹介される。
「東急電鉄は、鉄道会社の中でも“街づくり”の色合い
が濃い会社。私は中学時代から、“将来は、何が何で
も東急で仕事をする”と固く決意していましたから、運

命のようなものを感じました。日笠先生からは多くのこ
とを学びましたが、この出会いがなければ、今の私は
なかったかもしれませんね」
　入社後は、グランベリーモールの建築担当、たまプ
ラーザテラス・二子玉川ライズ二期計画のプロジェクト
マネージャーなど、開発と運営の両面から、街づくりに
取り組んできた。
「開発に関わった地域の人たちが、自分の住む街に対
して誇りや愛着をもってくれていると感じられる瞬間は、
この仕事の醍醐味だと思います。作り手の思いを超えて
街が成熟していく様子を見るのはうれしいですね」
　最後に、東京理科大学で学ぶ学生たちにメッセージ
をお願いした。
「自分の進むべき道を、できるだけ早い時期に見定め
てほしい。大学で学ぶ内容は、仕事に必要な知識のご
く一部に過ぎない。社会に出てからも不断にバージョン
アップしていく必要があるんです。自分はどんな分野で
社会に貢献したいのか？ その問いに対する答えを早く
見付けてほしいですね」

1989年、東京理科大学
工学部建築学科卒業。同
年、東京急行電鉄に入
社。 商業・住宅など多
くの事業に携わった後、
2011年から東京・二子
玉川の再開発事業を担当。
2015年に「二子玉川ラ
イズ」の全体開業を迎え
た。現在は、渋谷ヒカリ
エ、二子玉川ライズ、渋
谷マークシティの運営と、
新規プロジェクトの運営
計画を担当している。

鬼武みゆきさんとサーカスのコンサート 年末の風物詩「第九」の合唱

渋谷宗彦
（しぶや・むねひこ）

硬式庭球部春合宿（左から4番目）

月31日（月）、ホテルメトロポリタン
エドモント（千代田区飯田橋）で「東

京理科大学フォーラム2016 〈世界を舞台
に戦うために〉」が開催され、約300人が
参加しました。
　第一部では、藤嶋昭学長からの挨拶の後、
4人の教員から研究成果の紹介を行い、第
二部では、本山和夫理事長からの挨拶の後、
Michael A.Cusumano氏（本学特任副学長・
MIT教授）、中鉢良治氏（国立研究開発法人
産業技術総合研究所 理事長）、原山優子氏

（内閣府総合科学技術・イノベーション会
議議員）、田中達也氏（富士通株式会社代

表取締役社長）にご講演いただきました。
　また、引き続き行われた交流会では、伊
藤洋一氏（文部科学省科学技術・学術政策
局長）よりご挨拶いただき、産学官交流の
場にふさわしい意見交換が行われ、大盛況
のうちに終了しました。

　昨年10月に群馬県で行われた関東学生ソフトボール秋
季リーグ戦 I 部リーグで見事に初優勝をおさめたソフトボ
ール部。関東 I 部リーグは、関東地区の最高峰のリーグで、
6チームが総当たり戦を行い、その勝敗を競う。城西大学、
東海大学、国際武道大学などのスポーツ強豪大学がひし
めく中での優勝はまさに快挙。
　快挙達成には、限られた時間の中で成果を出すための工夫がある。
「各自が練習時間を記録したシートを作成し、そのデータをグラフ化する
ことで、誰が頑張っているか分かるように可視化しています」
　そう語るのは主将の児玉さん。勉学に忙しい理工系の学生だけでいかにして勝つか、
そこに1977年の創部当時から培われた本学ソフトボールの伝統がある。
　快挙を達成した同部だが、現状に満足していない。
「リーグ戦を戦う前は、最下位になるかもしれないと思っていました。このチームは力の
あるチームではありません。この冬で技術面を鍛え直し、昨年1回戦で敗退したインカレ

（全日本大会）で優勝することが目標です（児玉さん）」、「素晴らしい先輩方と一緒にプレ
ーできる時間は限られています。過去最高の戦績であるインカレベスト8以上を達成した
いです。その後、私たちの代にはそれを超えていきます（朝平さん）」
　そんな二人にソフトボールの魅力を伺うと、同じ答えが返ってきた。

「スピード感です」
　投手が投げるボールは120キロ
を超え、そのスピードは野球の体感
速度150キロ以上に匹敵する。ま
た、ダイヤモンドの距離が野球より
短い分、より素早い守備が求めら
れる。
「ソフトボール部のスローガンは『日
本一のロマンを求めて』です。全国
制覇をがんばっていきますので応援
よろしくお願いします（児玉さん）」

月18日（日）に葛飾キャンパス図書
館大ホールで「TUS MUSIC FES 

2016」が開催され、大学関係者のほか、
地域の方約500人が参加しました。
　イベント前半では、本学卒業生のピアニ
スト・作曲家の鬼武みゆきさん、ボーカル

グループのサーカスによるコンサートが行
われ、美しい調べが響きわたりました。
　また地域住民、本学学生、教職員などで
構成された合唱団が、年末の風物詩である

「第九」の合唱を今年も行い、曲が終わる
と客席からは大きな拍手が上がりました。

現

発行所
東京都新宿区神楽坂1-3
東京理科大学広報課
☎03-3260-4271
http://www.tus.ac.jp/

　平成29年度大学入試センター試験および東京理科大学入学試験の実施
に伴い、試験を支障なく実施するため、試験場となる神楽坂キャンパス、
野田キャンパス、葛飾キャンパスで、構内の立入制限が実施されますので、
ご協力をお願いします。
　構内立入制限の場所・日時については、ホームページおよび学内掲示
にてご案内します。

入学試験期間中の構内立入制限について
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ソフトボール部
第11回

「日本一の
 ロマンを求めて」
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本
学

のクラブ活動を紹介！

挨拶する藤嶋昭学長

リーグ優勝記念

悼 上原 孝雄
平成28年12月7日逝去されました。92歳。

本学名誉教授 （理工学部建築学科）

児
こ だ ま

玉佳
よ し き

輝
さん

理工・物理
3年

朝
あさひら

平峻
たかゆき

行
さん

理工・数学
2年主将

部長


